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CCaappiittaall  PPrroodduuccttss  
 

C-バンド固体電力増幅器(SSPA) 
 
三菱電機は、1987年に Telecom2搭載用 C-バンド SSPAを担当以来、図―1に示す通り、
数々の商用衛星に搭載実績があります。また、その出荷台数は 900台を超えています。軌
道上にて、現在運用されている 540台の C-バンド SSPAの累積動作時間は 2千 2百万時間
を超えています。また、95年 5月打上げ以降の C-バンド SSPAは無故障記録を更新してお

り、フィッ

ト数に換算

すると 7年
間で 68フ
ィットと非

常に小さな

値になりま

す。 

INTELSAT-IX衛星で実績のある出力 20Wクラス、及び、出力 40Wにクラスに加え、新
たに出力 60Wクラスの開発及び認定試験を完了し、そのラインアップを充実させています

(図－2 参照) 。そ
の主要性能を表－1
に示します。高出力素

子として HFETを 3
合成させ、出力 60W
にて効率 47%を達成
しています。また、重

量 1900グラムと約

400cm2のフットエ
リアを実現すること

図 1 三菱電機の C-バンド SSPA実績 

図 2 60WC-バンド SSPA開発品 
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表－1 60W C－バンド SSPAの特性 

により、小型軽量化を達成しています。 
 
また、各入力レベルに

対する効率、消費電力、

熱消散値を図－3に
示します。入力レベル

が下がると熱消散が

増えるという従来の

SSPAに見られた傾
向は改善されて、衛星

熱設計上からも使い

易くなっています。 
 
この 60WC-バンド
SSPAを同クラスの
TWTAと比較したイメ
ージが図―４です。

SSPAは TWTAと異な
り、一つの箱に、電源、

リニアライザ、チャン

ネル増幅器だでなく、

出力アイソレータまで

収納される為、衛星レ

イアウト設計が非常に

やり易くなります。 
また、TWTA に比べ、
フットエリアが約二分

の一、重量が約三分の

二であるため、小型衛

星に多くのトランスポ

ンダを搭載する場合、

非常に有利になります。 

図 3 60W C-バンド SSPAの入出力特性 

図-4 SSPAと TWTAの比較イメージ 


